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唐 農 第 2 6 4 3 号  

                                                     令和７年 8 月 21 日 

各  位 

唐津農林事務所東松浦農業振興センター長 

 

稲作情報第８号（普通期水稲） 

１．気象概要 （ アメダス： 唐 津 地 点 ）  

 

８ 月 ２ 半 旬 はまとまった降 雨 があり平 均 気 温 は平 年 より低 くなり、日 照 時 間 は短 く、降

水量は多くなった。３半旬には天候は回復し気温は高く日照時間は長くなった。 

 

２．生育状況 (調査日：8 月 18 日) 

月 半旬
平年 R7 平年 R7 平年 R7 平年 R7 平年 R7

1 24.7 28.4 28.0 34.3 22.2 24.4 87.3 0.0 15.2 59.3
7 2 25.3 27.8 28.7 33.2 22.8 24.6 92.9 0.0 19.9 45.1

3 26.0 26.4 29.6 30.8 23.2 23.8 74.1 50.5 26.4 28.9
4 26.6 27.7 30.5 33.0 23.6 24.7 45.1 55.5 31.7 32.3
5 27.3 28.7 31.4 33.9 24.3 24.4 26.5 0.0 35.6 56.5
6 28.0 28.9 32.2 35.1 24.9 23.8 24.5 0.0 47.6 71.3
1 28.3 28.7 32.5 33.9 25.0 25.2 20.9 4.5 41.3 50.7
2 28.2 27.9 32.3 31.0 25.0 25.6 26.8 115.0 39.4 11.4
3 27.9 28.5 32.0 33.0 24.8 25.2 35.3 87.5 36.8 41.1
4 27.6 28.9 31.7 34.7 24.5 24.9 50.0 0.0 34.5 51.0

   降水量
   （㎜）

　日照時間
   （ｈ）

平均気温
（℃）

　最高気温
   （℃）

　最低気温
   （℃）

8

項目 

品種 

設置場所 

年 次 
草丈 

cm 

茎数 

本／㎡ 

主 稈 

出葉数 

L 

葉色 

SPAD 
概     要 

さがびより 

唐 津 市 相 知 町

相知 

6/20 移植 

本年値 82.0 439 15.0 32.9 ・草丈はより高い 

・茎数は平年並み 

・出葉数は平年より多い 

・葉色は平年より薄い 

平年値 78.1 434 14.4 36.2 

平年比 105  101 ＋0.６  -3.3 
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（１）山間早植え 

作況圃の「コシヒカリ」は平年より 3 日早い７月２９日に出穂した。 

一般圃場の生 育ステージは糊熟期から黄 熟期となっている。いもち病やウンカ等による

大きな病害虫の発生は認められない。 

 

（２）普通期水稲 

作 況 圃 の「 夢 しずく」 は平 年 より１ 日 早 く８ 月 １ １日 に出 穂 期 を迎 えた。止 葉 葉 位 は平

年並みとなった。出穂時の降雨の影響で籾枯細菌病の被害が見られる。 

「さがびより」は最高分げつ期以降、茎数は減少を続け平年並みの茎数となっている。 

8 月 18 日の調査では止葉の抽出が確認され、出穂は平年より早まると見込まれる。ま

た、「さがびより」作況圃場ではウンカ類若齢幼虫 11 頭、セジロウンカ幼虫 4 頭、トビイ

ロウンカ幼虫１頭を確認し、紋枯病の病斑が認められた。 

「夢しずく」作況 圃ではウンカ類は確認できなかったが、いもち病及び紋枯病の病斑が

認められた。 

 

◎「さがびより」作況圃の生育グラフ（相知町相知）  

 
 
３．今後の管理 
（１）山間早植え 

①栽培管理 

・コシヒカリは糊 熟 期 から黄 熟 期 となっており、間 断 潅 水 により根 の活 力 を維 持 して登

熟の向上による子実の充実を図る。 

・圃場の水分が多い場合は、落水を長くして圃場の地耐力を高める。 
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 ②病害虫管理 

 ・今年はトビイロウンカの飛来は少ないが、今後の発生状況に注意し、ほ場の発生状 

況を確認して適期防除に努める。防除を行う場合には湛水をするとともに、株元まで 

薬剤が十分にかかるように散布する。 

・「穂いもち」が発生した圃場で地域の栽培暦に従って速やかに防除を行う。 

・特別栽培表示制度を申請した産地では、農薬成分カウント数に注意する。 

 

（２）普通期水稲 

 ①栽培管理 

・「夢しずく」は穂揃期 から乳熟期となり登熟を向上させるため浅水管理から間断潅水 

へ移行する。 

 ・「さがびより」は穂孕期となりイネが最も水を求める時期であるため浅水管理とする。 

 

③病害虫・雑草管理 

・「いもち病」の病斑が見られる場合は、「穂いもち」とならないよう地域の栽培暦に従っ 

て速やかに防除を行う。 

・今年はトビイロウンカの飛来は少ないが、今後の発生状況に注意し、ほ場の発生状況を 

確認して適期防除に努める。防除を行う場合には湛水をするとともに、株元まで薬剤が 

十分にかかるように散布する。 

・特栽申請している圃場では農薬成分カウント数に注意する。 

・出穂直前に畦畔除草を行うとカメムシの圃場内への移動助長するため、畦畔除草は 

 出穂 10 日前までに行うこと。 

・特に「夢しずく」について出穂が早まっておりカメムシの防除適期を逃さないよう注意す

る。 

 

※イネカメムシについて上場のコシヒカリ圃場で１頭確認され、農業技術防除センターか 

病害虫対策資料が発出されている。（別添）振興センターの調査でも唐津市大良のコシ 

ヒカリ圃場で１頭確認した。（７月１６日） 

発生頭数は少ないが今後の発生状況に注意して斑点米カメムシ防除を徹底する。 

 

※農 業技 術 防除 センターから斑点 舞カメムシ類について病害 虫発 生 予 察 注意 報 第１号

が発出されている。（別添）斑点米カメムシの発生状況に注意して適切な防除を行う。 
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イネウンカ類・コブノメイガのトラップ捕獲状況及びトビイロウンカ発生予測 
  （佐賀県農業技術防除センター情報から） 

 

 

 

トビイロウンカ防除適期② 

９/26 日以降 

※飛 来 波 により世 代 が異

なるので圃 場 での発 生 状

況を確認して防除を行う 

トビイロウンカ防除適期① 

8/25～9/12 日頃 

※飛 来 波 により世 代 が異

なるので圃 場 での発 生 状

況を確認して防除を行う 
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コブノメイガ発生予測（佐賀県農業技術防除センター情報から）  

 
 

 コブノメイガ防除適期① 

８/４～1３日頃 

 コブノメイガ防除適期② 

９/７～1７日頃 
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令和7年産　稲作期間気象図
アメダス観測値（唐津）
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東松浦農業振興センター


